
DMM英会話を使用した

探究的な学びを目指して

岩手県立大槌高等学校

鈴木 紗季



◆全日制普通科

◆全校生徒数 152名

（１年61名、２年50名、３年41名）

◆各学年 ２クラス

◆２年次より文理進学コース、教養コース

◆進路実績 国公立・私立・短大 ８名

就職 ２３名

専門学校等 １９名
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１ 導入の背景・課題

１ 一斉授業の限界！？

２ 主体的に行う家庭学習とは！？

３ オーセンティックな英語に触れる機会とは？
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２ 使用場面

【対象生徒】

２年文理進学クラス（15名）

３年文理進学クラス（13名）

【利用時間】

２年文理進学クラス

英語表現Ⅱ

３年文理進学クラス

コミュニケーション英語Ⅱ

【利用内容】

２年文理進学コース

英字新聞作成のためのヒアリング

３年文理進学コース

ディベートのためのヒアリング
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３ 一斉授業の限界！？

→即時のフィードバックがもらえる

→自分が知りたいことを探究できる

→個々の学びに対応できる

（一斉授業と個別授業のハイブリット化）
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３ 主体的に行う家庭学習とは！？

→予習復習を含めた準備に主体的に

取り組む

→家庭でもDMM英会話を利用して

学習を進める
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３ オーセンティックな英語に触れる機会とは？

→実社会で起こり得るレスポンスが
返ってくる。

→多様性に触れることができ、多様な価値観
に触れることができる。

→その後の議論でWorldwideな視点を
もつことができる。
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４ 実践例：ディベート

【論題】 日本の高校生に夏休みは２か月必要だ
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４ 実践例：ディベート

【論題】 日本の高校生に夏休みは２か月必要だ

◆単にスピーキングやリスニングの能力向上

だけではなく、英語を通して他文化に触れる

ことで、自国との違いや多様な価値観を知る

ことができる。自分の経験の中で当たり前だ

と思っていたことを疑う力も養うことにつな

がる！



12

４ 生徒の変容

１ 英語が得意な生徒の変容

→講師の先生方のコメントやレッスン

ノートを見返し、語彙の習得や、

次に言いたいことを英文にする等、

学び続ける姿勢が顕著になった。

活用できる語彙レベルがあがった。

２ 英語が苦手な生徒の変容

→英語が苦手な生徒は、「書くこと」

「読むこと」が苦手であることが多い

と思われる。

苦手な生徒でも、自分が活用できる

語彙を最大限使いながら25分、

積極的に、取り組んだ。
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５ 生徒の感想
◆DeepLも使用することで、

自分の言いたいことが言えて

伝わってうれしかった。

◆チャットを活用してくれると、

音や文字などで確認できて

理解が深まる。

◆レベルは高いが、英語を嫌でも

話さなければならない。英文読

解やリスニングもしなければな

らないので、自分のレベルは

あがる。
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５ 生徒の感想

◆１対１なので、しっかりと発音

とかも教えてもらえてよかった。

チャットを使って会話が続いて

うれしかった。

◆「通じる英語」を話している

という実感がわくので話せる

ようになる可能性が高いと

感じる。しかし、「通じる」の

レベルを上げることを考えると、

座学での文法や語彙も必要。
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５ 生徒の感想

◆強制的に英語の環境になるので

日本語を使えないところがいい。

◆実践的に学ぶことができ、

「学んでる感」がある。

◆コミュニケーション英語という

授業の意義が生まれた。

◆今までに会ったことがない国の

先生と話ができて楽しかった。



16

６ まとめ


